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ヴァシュロン・コンスタンタンとルーヴル美術館が結ぶ
 

文化と芸術のパートナーシップの新たな展開

紹介内容

ルーヴル美術館とのパートナーシップから生
まれた、 "Masterpiece on your wrist" 
という新たな体験型オファー

長期に及ぶパートナーシップ

2020年に開催されたオークション "Bid 
for the Louvre" の驚くべき物語

レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・
ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）へのオマージュ

概要

技術データ

ルーヴル美術館について

•	2019年に始まった、ヴァシュロン・コンスタンタンとルーヴル美術館のパートナーシップは、
今年も、美の継続的な礼賛と、あらゆる形で遺産の保護と継承へのコミットメントが示され、
パートナーシップの継続を発表します。

•	2020年のオークション "Bid for the Louvre" で落札され、特注で製作されたタイムピ
ース「レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La lutte 
pour l'étendard de la Bataille d'Anghiari ）へのオマージュ」は、歴史と芸術性を兼
ね備え、このパートナーシップに漲る活気を証明します。

•	ヴァシュロン・コンスタンタンは、新たに "A masterpiece on your wrist「あなたの腕に
傑作を」" の一環として、このオークションで購入者が選んだルーヴル美術館所蔵の芸術作
品を、ダイヤルにエナメルで再現する「レ・キャビノティエ」のタイムピースとして、製作する機
会を提供しました。

1755年の創業以来、ヴァシュロン・コンスタンタンは、芸術と文化を非常に重要視してきまし
た。2019年に始まったルーヴル美術館とのパートナーシップは、遺産の保護と継承への絶え間ない
関心とメゾンによる美の礼賛を示すものです。

ルーヴル美術館連帯プロジェクトのために2020年12月に催された "Bid for the Louvre" におい
て、カスタマイズ可能な「レ・キャビノティエ」のタイムピースがオークションにかけられました。それは"A 
masterpiece on the wrist" と銘打った顧客向けの新たなオファーの始まりを告げるものになりまし
た。オークションの落札者は、ルーヴル美術館のエキスパートやヴァシュロン・コンスタンタンの熟練職
人たちとの打合せのために、美術館やマニュファクチュールをプライベートで訪問し、豊富な知見を得ま
した。2年間の冒険を経て、1点もののタイムピース「レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・ルーベンス『
アンギアーリの戦い』（La lutte pour l'étendard de la Bataille d'Anghiari ）へのオマージュ」が誕
生しました。ミニアチュール・エナメルでダイヤルに忠実に再現されているのは、まさにピーテル・パウル・
ルーベンスを通じて有名になった絵画です。

2021年、ヴァシュロン・コンスタンタンと名門美術館のコラボレーションは、それぞれの熟練職人の作
業を並行して紹介する一連のビデオを通じて両組織の工房を探訪する機会を提供しました。これに続
いて2022年にはルーヴル美術館の古代のコレクションから着想した4つの時計、すなわち「メティエ・
ダール - 偉大な文明へ敬意を表して -」を発表しました。そして2023年、両者のコラボレーションはさ
らに拡大し、"A masterpiece on the wrist" と銘打った新しい「レ・キャビノティエ」の提案へと発展
し、顧客はルーヴル美術館所蔵の芸術作品の中から、時計のダイヤルにエナメルで再現するための作品
を選び、制作するようになります。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
https://twitter.com/Vacheron1755
https://www.facebook.com/vacheronconstantin/
https://www.youtube.com/user/vacheronconstantin
https://www.instagram.com/vacheronconstantin/
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概要

技術データ

ルーヴル美術館について

ルーヴル美術館とのパートナーシップから生まれた、 
"MASTERPIECE ON YOUR WRIST" という新た
な体験型オファー
 
ヴァシュロン・コンスタンタンは、「レ・キャビノティエ - ピーテ
ル・パウル・ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La lutte pour 
l'étendard de la Bataille d'Anghiari ）へのオマージュ」の購
入者が体験したように、ルーヴル美術館の舞台裏や作業場を体験で
きる機会を顧客に提供します。

この新しい "A masterpiece on your wrist"は、ルーヴル美術館に所蔵されて
いる作品の中から、購入者が選んだ作品をエナメルで再現したダイヤルを持つ、
オーダーメイドのユニークピースを製作するというものです。これらの作品のほと
んどは展示されていません。再現された作品に対してルーヴル美術館から真正証
明書が発行されます。さらにこの体験には、美術館の専門家によるプライベート
ツアーと、ヴァシュロン・コンスタンタンのマニュファクチュールのプライベートツ
アーも含まれ、熟練の時計職人や工芸職人たちとの出会いも用意されています。

このようにヴァシュロン・コンスタンタンは、啓蒙主義時代のキャビノティエたち
が築いた偉大な伝統や、1755年9月17日にジャン＝マルク・ヴァシュロンがジュ
ネーブで一人の若い時計職人を最初の見習いとして雇い入れる徒弟契約書に署
名したことで始まったメゾンの伝統をまったく現代的なやり方で保持し続けてい
るのです。当時のジュネーブの職人たちは、屋根裏部屋で作業をしていました。日
差しをたっぷり取り込むために部屋のフロアは街路に迫り出し「ドーム」と呼ばれ
ていました。こうしたキャビネットに由来して、彼らはキャビノティエと呼ばれるよ
うになりました。そしてこの呼称には、職人が作る物に対して途方もなく困難なア
プローチを課すことを義務とする意味が定着しました。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html


4

ヴァシュロン・コンスタンタンとルーヴル美術館が結ぶ
 

文化と芸術のパートナーシップの新たな展開

紹介内容

ルーヴル美術館とのパートナーシップから生
まれた、 "Masterpiece on your wrist" 
という新たな体験型オファー

長期に及ぶパートナーシップ

2020年に開催されたオークション "Bid 
for the Louvre" の驚くべき物語

レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・
ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）へのオマージュ

概要

技術データ

ルーヴル美術館について

長期に及ぶパートナーシップ
 
ヴァシュロン・コンスタンタンは2016年に、ヴェルサイユ・トリアノン宮殿国立博物館からルー
ヴル美術館に預けられた18世紀の主要な精密時計で、1754年にフランス王ルイ15世に献
呈された『天地創造』と題するクロックの修復を支援し、その後2019年にルーヴル美術館と
パートナーシップを締結しました。このコラボレーションには、歴史や文化、遺産の継承に対し
て同じく敬意を払う両組織の姿勢が反映されています。そして

今年、ヴァシュロン・コンスタンタンはこの重要なパートナーシップの継続を発
表することを嬉しく思います。

ヴァシュロン・コンスタンタンのCEOルイ・フェルラは、こう語ります。「今回の両者のコラボレ
ーションを熱烈に歓迎します。数世紀に及ぶ歴史をもつ一方で、21世紀にしっかりと根差して
います。それは、芸術と高級時計の分野の知識を持つ一般の愛好家たちの間で好評をもって
迎えられていることからも明らかです。私たちのメゾンは、芸術への取り組みや文化に対する
支援活動のどちらにおいても長年に渡って際立った存在でした。ルーヴル美術館とともに、私
たちの得意分野や途方もない夢の分野で協力しながら、極めて有望な両者の歴史を築いてい
くのです。」

1793年の創以来、ルーヴル美術館は、私たちがよく知る歴史遺産の最高傑作を展示する場
としてだけでなく、各時代の独創的な才人たちにとっての拠点にもなってきました。そして、長
期的な展望をもって過去と現代のアーティストたちとの間にある素晴らしい対話に取り組む
点でもヴァシュロン・コンスタンタンと共通しています。

ルーヴル美術館の館長ローランス・デ・カールは次のように語っています。「私は、両者によるコラボレー
ションを喜ばしく思います。私たちのチームとの実り多い交流が活発になり、美に仕えたいという願いを
共に抱く点も特徴です。啓蒙主義時代に誕生した両者は、芸術や遺産、先祖代々受け継がれる職人技を
大切にし、それらを後世に継承する使命を担っていることでも共通しています。また両者は、歴史にしっか
りと根差しながら、今の新しい世界に対してもオープンな姿勢を貫いています」。

ルーヴル美術館とのパートナーシップは、ヴァシュロン・コンスタンタンの文化的な取り組みを裏付けるも
のであり、数世紀もの歴史を重ね、世界的に有名な組織における広範な分野で決定的に重要なのは、公
式記録の保存と維持、そして修復です。壮麗な過去とのつながりを保ち、専門知識の伝達を大切にするこ
とはまた、ヴァシュロン・コンスタンタンのみならずルーヴル美術館の活動にとっても不可欠な卓越した
技術への深い敬意の表明に他なりません。

Laurence des Cars & Louis Ferla

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
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2020年に開催されたオークション "BID FOR THE LOUVRE" の驚くべき物語
 
2020年12月、ヴァシュロン・コンスタンタンは、ルーヴル美術館の幅広い教育的なワークショップのプ
ロジェクトを支援するためにこのオークションに参加し、売上げの全額を「Le Studio(ル・ストゥディオ)
」に寄付しました。ル・ストゥディオは、あらゆる人に解放され、発見をもたらす場で、人々に美術館と収
蔵品に親しんでもらうことを目指し、さまざまな造形芸術の技法を紹介する活動なども行っています。
そうした考えからヴァシュロン・コンスタンタンは、落札者自身が選んだルーヴル美術館所蔵の芸術作
品を時計のダイヤルにミニアチュール・エナメルやグリザイユ・エナメルで再現するという、まさに特注に
よる1点ものの「レ・キャビノティエ 」を提供するまたとない体験を提供しました。落札者はまた、ルーヴ

ル美術館の専門家に案内されながら、ダイヤルに再現する作品を決めるために美術館
や、キャビネ・デ・デッサン（版画・素描閲覧室）をプライベート訪問しました。閲覧室は
予約制で一般公開されていますが、落札者によって最終的に選ばれた原画「ピーテル・
パウル・ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）」はこの部屋に保管されています。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html


6

ヴァシュロン・コンスタンタンとルーヴル美術館が結ぶ
 

文化と芸術のパートナーシップの新たな展開

紹介内容

ルーヴル美術館とのパートナーシップから生
まれた、 "Masterpiece on your wrist" 
という新たな体験型オファー

長期に及ぶパートナーシップ

2020年に開催されたオークション "Bid 
for the Louvre" の驚くべき物語

レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・
ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）へのオマージュ

概要

技術データ
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「この作品は、人物や馬の力強い姿がインクなどによる同
系色の淡い塗り重ねやセピアのソフトなタッチとコントラ
ストを成して並外れたボリューム感を生み出している」と
ヴァシュロン・コンスタンタンの熟練のエナメル職人は語
ります。

このピーテル・パウル・ルーベンスの絵には、驚くべき歴史背景があり
ます。17世紀初頭にイタリアに滞在したこのフランドルの画家は、『ア
ンギアーリの戦い』を描いた素描を手に入れ、それにインクやチョー
ク、水彩で加筆したと伝えられています。もともと『アンギアーリの戦
い』は、レオナルド・ダ・ヴィンチがフィレンツェ政庁舎の大会議室（後
のヴェッキオ宮殿）を飾るために依頼された大壁画でした。巨匠の傑
作のひとつに数えられるこの巨大壁画は、ローマ教皇エウゲニウス4
世とヴェネツィア、フィレンツェの軍勢がミラノ公国軍に勝利したことを
祝うために描かれたのですが、レオナルド・ダ・ヴィンチは1506年に途
中で完成を諦め、壁画は急速に劣化しました。実際に16世紀半ばに
はなにも残っておらず、大会議室はコジモ1世公爵から要請を受けた
ジョルジオ・ヴァザーリによって改装され、現在の500大広間になりま
した。そして壁はメディチ家の偉業を称える新たな絵画で飾られまし
た。では、『アンギアーリの戦い』の跡は、ヴァザーリの描いたフレスコ
画の下に保存されたままになっているのでしょうか？ 今日までそれを
証明するはありません。ヴァザーリが描いた『マルチアーノの戦い』の
背後にもとの絵が存在するかもしれないという説もありますが、証明
には成功していません。

炭素の含有を調べる赤外線反射率測定法でこのルーヴル美術館の素
描を分析すると、レオナルド・ダ・ヴィンチによる巨大な壁画『アンギア
ーリの戦い』の下絵を模写した作者不詳の素描にルーベンスが加筆し
た痕跡が確認されました。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
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レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・ルーベン
ス『アンギアーリの戦い』（LA LUTTE POUR 
L'ÉTENDARD DE LA BATAILLE D'ANGHIARI）
へのオマージュ
 
「インクとペンで描かれた素描を直径3.3cmのダイヤルに再現す
るのは本当に挑戦を強いられる。絵としての力強いタッチを保ちな
がら、どのレベルまで微細に描くかを見極めるために作品に入り込
み、それを自分のものにしなくてはならない」とヴァシュロン・コンス
タンタンの熟練エナメル職人は語ります。

彼は、実績豊かな自らの熟練技術とヴァシュロン・コンスタンタンのメティエ・ダ
ール工房で広く行われている創作の自由により、斬新で革新的なアプローチに
挑むことができました。元の絵画に敬意を払うにはジュネーブのミニアチュール・
ペインティングが最適な方法なのは当初から明らかでしたが、熟練エナメル職人
は、伝統的な技法の幅を広げ、一般的にグリザイユ・エナメルに用いられるリモー
ジュ・ホワイトを組み合わせることにしました。これは彼のスペシャリティのひとつ
で、そこに自身の経験に基づくアプローチが生かされます。そして、この技術を30
年も実践してきた今でもなお、多種多様な可能性を試しています。いくつもの道
具を使って作業し、エナメル錬金術に宿る多くの秘密を利用しながら、職人は、3
、4本の硬い毛の付いた筆や尖った道具、サボテンの棘などを用いました。ジュネ
ーブに古くから伝わるミニアチュール・エナメルの技法は、ガラス質になったエナ
メルの層に無色透明の最終的な保護を加えることで、職人の作品に輝きと奥行
きが生まれます。このタイムピースでは、グリザイユ・エナメルが独自の解釈で用い
られました。というのも、エナメルの熟練職人は、馬のたてがみの立体感や動きを
一段と引き立てるために、リモージュ・ホワイトでその奥行き感を強調したいと考
えたからです。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
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概要

技術データ

ルーヴル美術館について

モチーフの細部を線で描いて明確にした後で、ダイヤルの輪郭が描かれました。ル
ーベンスの素描に描かれた非常に微妙なタッチの明るさや陰影、ハーフトーンを
すべてとらえて再現するために何段階もの連続した作業を要しました。そこで熟
練エナメル職人は、ブラウン、グレーブラウン、セピアブラウン、クリームブラウンな
ど20種類もの色調を用い、摂氏900度の窯で何度も焼成し、かなりの回数を費
やして変化を加えていきました。最初の層は、後に続く焼成で最初の色が変化し
ないように、ガラス質に変化し始める程度に非常に軽く焼成します。

ヴァシュロン・コンスタンタンの熟練エナメル職人は 
「私たちは勘を頼りに作業をしています。」
連続する20回の焼成には、実際に火を熟知していることが必要だと述べます。何
世紀にも渡る職人たちのやりとりの中で、彼は、原画の描写や特徴を保持しなが
ら入り組んだ微小な細部をまったく同じようにどこまでも再現するアートワーク
を注意深く作り出すために、リモージュで長年実践された技から生まれたグリザ
イユ・エナメルで培った専門技術を利用しました。前例がないほど実に見事に実
践されたミニアチュール・エナメルとグリザイユ・エナメルの組み合わせが、ルー
ヴルの東側ファサードを彫金で描写した特徴的なローターが備わる自社製キャ
リバー2460 SCで駆動するタイムピースを生み出し、前例のない傑作と言える
でしょう。

267年以上にわたってメゾンで代々受け継がれてきた彫金の卓越した職人技は、
この18K（5N）ピンクゴールドのケースにも発揮され、17世紀の "Cerca Trova" 
のカリグラフィーが刻まれたオフィサータイプのケースバックによって時計が芸
術作品の域に高められました。ヴァシュロン・コンスタンタンの熟練の彫金師は、 
「高級時計製造における彫金は、高級時計製造おいて、特別な味わ
いをもたらすのです」 と語ります。

現在ヴァザーリのフレスコ画に書かれた Cerca Trova（探せ、されば見つからん）
という題辞は、レオナルド・ダ・ヴィンチの失われた『アンギアーリの戦い』に関連し
ているのではなく、コジモ・デ・メディチが争ってきたフィレンツェやシエナ、フラン
スの敵人たちを見下したモットーなのでした。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
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ヴァシュロン・コンスタンタンとルーヴル美術館が結ぶ
 

文化と芸術のパートナーシップの新たな展開

紹介内容

ルーヴル美術館とのパートナーシップから生
まれた、 "Masterpiece on your wrist" 
という新たな体験型オファー

長期に及ぶパートナーシップ

2020年に開催されたオークション "Bid 
for the Louvre" の驚くべき物語

レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・
ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）へのオマージュ

概要

技術データ

ルーヴル美術館について

概要
 
ヴァシュロン・コンスタンタンは創業以来、常に芸術と文化に関わりを持ち続け
てきました。2019年に始まったルーヴル美術館との特別なパートナーシップは、
時計の顧客に対して単なるパーソナリゼーションを超える体験を可能にしまし
た。2020年のオークション "Bid for the Louvre" に出品されたユニークピー
ス「レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille d'Anghiari ）へのオマージュ」の例に続
き、ヴァシュロン・コンスタンタンは、今回 "A Masterpiece on the Wrist" と呼
ばれる新しい体験を提案します。このオファーには、購入者が選んだルーヴル美
術館所蔵の芸術作品をダイヤルにエナメルで再現する1点ものの「レ・キャビノテ
ィエ」の製作も含まれます。

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
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長期に及ぶパートナーシップ
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ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille 
d'Anghiari ）へのオマージュ

概要

技術データ

ルーヴル美術館について

技術データ
「レ・キャビノティエ - ピーテル・パウル・ルーベンス『アンギアーリの戦い』（La 
lutte pour l'étendard de la Bataille d'Anghiari ）へのオマージュ」

ジュネーブ・シール　　	 取得
キャリバー・ナンバー　	 2460 SC
　　　　　　　　	 ヴァシュロン・コンスタンタン自社開発・製造
	 22Kピンクゴールド製ローターにルーヴル美術館の
　　　　　　　　　　	東ファサードを彫金で描写
駆動方式　　　　　　	機械式自動巻き
ムーブメント・サイズ　　直径26.2MM×厚さ3.6MM
パワーリザーブ　　　	 約40時間
振動数　　　　　　	 4HZ（毎時2万8800回振動）
部品数　　　　　	 182
石数　　　　　　　	 27
表示　　　　　　　	 時、分、センターセコンドによる秒
ケース　　　　　　	 18K（5N）ピンクゴールド
　　　　　　　　　	 オフィサータイプのケースバック、線彫りによる彫金
	 直径40MM×厚さ9.42MM
文字盤　　　　　　　	ミニアチュールおよびグリザイユ・エナメル
　　　　　　　　　　	18K（5N）ピンクゴールド製の針
トラップ　　　　　　	 ブラウンのミシシッピ・アリゲーターレザー
クラスプ　　　　　　	 18K（5N）ピンクゴールド
付属ボックス　　　　	 レ・キャビノティエ・モデル　

ユニークピース
ルーヴル美術館が発行する再現された名画に関する真正証明書
ヴァシュロン・コンスタンタンが発行する保証書

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
https://twitter.com/Vacheron1755
https://www.facebook.com/vacheronconstantin/
https://www.youtube.com/user/vacheronconstantin
https://www.instagram.com/vacheronconstantin/
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技術データ

ルーヴル美術館について

ルーヴル美術館について
 

「かつての王宮で、8世紀以上も前に礎が築かれたルーヴルは、1793年に美術館として一般公
開されました。数千年の時を超え、5大陸に及ぶこの世界規模の美術館が所蔵するコレクション
は、8部門に分けられ、その中には世界的で称賛される『モナリザ』や『サモトラケのニケ』『ミロの
ヴィーナス』などがあります。

フランス革命後、芸術家たちは巨匠たちの作品を鑑賞し、インスピレーションを得る場としてルー
ヴル美術館は作られました。今日においても、ルーヴル美術館は、建築家、画家、彫刻家、舞踏家、
音楽家など、現代の偉大なクリエイターたちのインスピレーションの源となる場であり続けている
のです。
More information : https://www.louvre.fr/en

Follow the Louvre on social medias : 
Instagram (https://www.instagram.com/museelouvre)
Facebook (https://www.facebook.com/museedulouvre/)
Twitter (https://twitter.com/museelouvre)
Linkedin (https://www.linkedin.com/company/musee-du-louvre/)
YouTube (https://www.youtube.com/c/MuseeLouvre/)
and Pinterest (fr.pinterest.com/museedulouvre)

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
https://twitter.com/Vacheron1755
https://www.facebook.com/vacheronconstantin/
https://www.youtube.com/user/vacheronconstantin
https://www.instagram.com/vacheronconstantin/
https://www.louvre.fr/en
https://www.instagram.com/museelouvre
https://www.facebook.com/museedulouvre/
https://twitter.com/museelouvre
https://www.linkedin.com/company/musee-du-louvre/
https://www.youtube.com/c/MuseeLouvre/
fr.pinterest.com/museedulouvre


1755年に創業したヴァシュロン・コンスタンタンは、270年近く一度も途切れることなく時計製造を続ける世界最
古のマニュファクチュールであり、卓越した時計製造と洗練されたスタイルを何世代にもわたり熟練の職人により継
承し、輝かしい遺産を守り続けてきました。

メゾンが製造する時計は、控えめで気品豊かなスタイルに高級時計の素晴らしい価値が体現され、その一つ一つ
に、最高峰の職人技と極めて高度な仕上げを施し、ヴァシュロン・コンスタンタンならではの技法や美意識が表現さ
れています。

ヴァシュロン・コンスタンタンは、そのコレクションを通じて、比類ない伝統と革新の精神を実現しています。「メティ
エ・ダール」、「パトリモニー」、」「トラディショナル」、「オーヴァーシーズ」、「フィフティーシックス」、「ヒストリーク」、「
エジェリー」はメゾンを代表するコレクションです。

さらにメゾンでは、時計に精通した時計愛好家のために「レ・コレクショナー」のヴィンテージウォッチや、「レ・キャビ
ノティエ」部門を通じてユニークピースを提案する貴重な機会を提供しています。

#VacheronConstantin
#OneOfNotMany

http://www.vacheron-constantin.com/en/home.html
https://twitter.com/Vacheron1755
https://www.facebook.com/vacheronconstantin/
https://www.youtube.com/user/vacheronconstantin
https://www.instagram.com/vacheronconstantin/

